
















The characteristics of the Minka and Machiya in the Iizaka area, Fukushima Prefecture, 
and the changes in the composition of the villages were clarified. There are many historical 
buildings in the Iizaka area, and it turns out that there are valuable monuments of high value. 
The Iizaka area was initially a rural area, but became a commercial area due to hot springs, and 
a ryokan area was formed to become a hot spring area. The appearance of the Machiya varied 
according to the age, and the style changed in response to the fire and technological advances. It 
is characterized by the fact that the Minka and the Machiya are in common, and the nature of the 
town, which was initially a rural village, influenced it.
Investigation and study on the characteristics of Minka and Machiya in Iizaka Onsen, 
























































































































明治期以前 5 6 1 1 13
大正期 1 2 2 5
昭和戦前期 1 1 5 3 1 11




明治期以前 2 1 2 1 2 8
大正期 1 2 1 1 1 1 2 2 1 12
昭和戦前期 1 5 1 4 4 1 1 7 1 1 2 2 1 31


























































































明治期 10 3 1 12 12 1 2 11 5 6 7 3 6 1 3 5 4 6
大正期 3 2 0 5 5 0 1 4 3 2 3 0 4 0 1 0 0 1
昭和戦前期 5 6 1 10 9 2 5 6 3 7 4 0 6 1 4 0 0 3
小　計 18 11 2 27 26 3 8 21 11 15 14 3 16 2 8 5 4 10


























































明治期以前 7 1 4 4 4 4 6 1 1
大正期 10 2 6 6 9 3 5 7
昭和戦前期 26 5 16 15 30 1 7 24
































































































図12  「斎藤静子家」主屋外観注23) 図13　カッテ北東に
　　　立つ独立柱注24）
図14  「佐藤喜市郎家」
　　  主屋外観注21）
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（3）佐藤喜市郎家主屋
　佐藤家は江戸期から続く旧家で、農業を主生業とし、近代以降は貸家業も行っていた。明治
期には質屋や飯坂地区内唯一の柿渋屋を営んでおり、質屋であった頃の名残で、現在も主屋北
面に揚戸が残り、質札も見つかっている。主屋は八幡寺までを結ぶ東西に延びる道路沿いに面
し、主屋と離れ、文庫蔵、穀蔵、雨家、便所、井戸小屋の7棟からなる。町家のような短冊状
の敷地に奥行があり間口が狭いため、複数の附属家が密集して建つ。東西は住宅と隣接する。
構造は木造一部2階建て、半切妻造の赤瓦を用いた桟瓦葺で、小屋組は和小屋とする。ただし
当初は茅葺の又首組で、明治期の大火後すぐに瓦葺に改造し、その際に小屋組みも改められた。
半切妻造は、福島ではあづま造と呼ばれる屋根形式で、採光と通風が必要な養蚕民家で用いら
れる。地区内では明治20年のN家（湯町）でも確認でき、佐藤家では昭和35年頃まで養蚕を行っ
たという注25）。規模は桁行7間、梁間3．5間である。建築年代は、製材された木材を土間や床
上部に用いる点、材が太く、和釘の利用が確認できる点から、明治中期以前と推定できる。内
部は5室で構成され、平面は整形四間取りである。特徴的なのは、民家でありながら商家風の
意匠が至る所でみられる点で、北側妻面に揚戸を設け、縁側をL字型に廻して上部に出桁造を
採用して正面を美しく整える。主屋と共に調査を行った文庫蔵では、「安政五年八月吉日喜平
五十一歳　大工彦松作」の墨書きを発見し、年紀が判明する江戸期の土蔵は大変貴重である。
規模は14尺×21尺と、桁行と梁間で基準尺が異なるのが特徴である。
図15　「旧菅野家」平面図12） 図16　「旧奈良輪家」平面図12）
図17　「旧渡辺家」平面図12）
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7．平面形式にみる飯坂の民家・町家の特徴
　以上、町家2棟、民家2棟の平面を比較すると、基本的に同じ構成で部屋が配置されている
ことがわかる。土間を端に配置して座敷部を整形または食違とし、土間の反対側に最も格の高
い部屋を配置して縁側を付す。民家と町家は、一般的に前者は農作業、後者は商いで、利用方
法が異なるため平面形式が相違する。飯坂地区は、農村と町場の両方の特性を合わせ持つ在郷
町として発展したこと、敷地が短冊状で建物の配置が規制されたことから、民家の平面を基本
形に、敷地の形状や家格、時代の流行に対応して建築されたといえるだろう。
8．おわりに
　以上により飯坂地区は、文化財や町の観光資源に利用される建物以外にも、数多くの歴史的
建造物が残存し、民家や町家などの一般住宅においても、価値の高い貴重な遺構が隠されてい
ることが本研究により明らかとなった。飯坂地区は、現在福島を代表とする温泉地として観光
客に親しまれているが、町家と民家が混在して残存する特徴的な町といえる。これは、町その
ものが時代に合わせて業態が変化したことが関係する。飯坂地区は、農村の性格が強い街から
温泉を活かして旅館街が形成されて中心地が移動し、より温泉や関連商業に特化した集落に移
行した。大火による区画整理により、地区ごとに業種が分けられ、共同浴場の整備に伴い住宅
地が整備されたことで、農村と商業地、温泉街が混在する重層化した集落が構成され、飯坂独
特の町並みが形成された。特に町並み景観を形作る町家は、年代により外観形式が異なり、大
火や技術の進歩に合わせて形式が変化した。ただし内部の平面は、民家を基本系とし、当初の
町の性格に起因して建物の業態に合わせて変化したもので、当初農村であった痕跡が、最も生
活に関わる平面形状に現れたことは特筆される。
　現在でも民家や町家、旅館といった明治期以前の建物が現存する地区では、往年の温泉街の
雰囲気を感じることができる。しかし、摺上川沿いの旅館群の廃業や昔ながらの民家、町家の
取り壊しが目立ち、観光客数はピーク時の半分以下にまで減っている。バブル期以降の温泉地
は、ホテルや旅館のテーマパーク化が進行し、町へ繰り出す観光客が減少したことで温泉街の
弱体化が進んでいる。飯坂町は、町を歩くことで様々な発見がある魅力ある町であり、活用可
能な地域資源が数多く潜在する町といえるだろう。本研究の成果をまちづくりや観光業に寄与
すべく、今後は飯坂町での講演を予定し、地域の方々と継続的に関わっていきたい。
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注
注1）なかむらや旅館本館・新館，花水館奥の間（以上、国登録有形文化財）。
注2）旧堀切家米蔵（福島市指定有形文化財）、旧堀切邸主屋・中の蔵・道具蔵・新蔵・書庫・表門（以
上、国登録有形文化財答申中）。
注3）『福島市史第8巻』（福島市教育委員会，1968）の『上飯坂村絵図』を参照。
注4）『飯坂温泉案内』（香味才助，1895）の『飯坂眞圖』を参照。
注5）『飯坂湯野温泉史』（中野吉平，1924）の『飯坂湯野温泉附近圖』と『福島市史資料叢書第74輯』（福
島市教育委員会，1999）の『飯坂湯野温泉附近圖』を参照。
注6）『飯坂湯野温泉遊覧案内』（飯坂湯野温泉案内所，1927）の『飯坂湯野見取平靣圖』を参照。
注7）江戸期は『福島市史第8巻』（福島市教育委員会，1968）の『上飯坂村絵図』、明治期は『飯坂温
泉案内』（香味才助，1895）の『飯坂眞圖』、大正期は『飯坂湯野温泉史』（中野吉平，1924）の
『飯坂湯野温泉附近圖』と『飯坂湯野温泉史』「福島市史資料叢書第74輯」（福島市教育委員会，
1999）の訂正復刻版『飯坂湯野温泉附近圖』、昭和戦前期は『飯坂湯野温泉遊覧案内』（飯坂湯野
温泉案内所，1927）の『飯坂湯野見取平靣圖』を参考に、図1を作成した。
注8）『福島市史資料叢書第74輯』（福島市教育委員会，1999）のpp．44を参照した。
注9）『福島市史資料叢書第74輯』（福島市教育委員会，1999）のpp．43を参照した。
注10）福島市の統計情報　住民基本台帳人口（平成30年5月）https：／／www．city．fukushima．fukushima．
jp/shimin–touroku/shise/tokejoho/1059//tokejohoh30/h3005．htmlより。
注11）飯坂温泉オフィシャルサイトhttps：／／iizaka．com/stay/より。
注12）調査対象地区は、福島市飯坂町の道城町・馬場・湯町・湯沢・古戸・鯖湖町・十綱町・旭町・
立町・古舘・横町・東滝ノ町・錦町・若葉町・夜蚊坂・八幡・東坂下の計17地区である。
注13）建築年代は外観目視により推定し、詳細な建築年については家主等への聞き取り調査と福島市
役所の協力により判断した。
注14）『飯坂温泉案内』（香味才助，1895）に掲載された明治28年頃の飯坂の様子を鳥瞰図で描いた『飯
坂眞圖』を参照した。
注15）遠藤生花店所蔵。
注16）筆者撮影。
注17）筆者撮影。
注18）筆者撮影。
注19）筆者撮影。
注20）筆者撮影。
注21）筆者撮影
注22）旧佐久間家板倉（福島市，江戸末〜明治期建築）など。
注23）筆者撮影。
注24）筆者撮影。
注25）佐藤喜市郎（昭和23年生）の聞き取りによる。
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